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森林の放射性物質による汚染状況調査（中間報告）

１ 調査について

○ 本県の森林は、原発事故により放射性物質に汚染されたため、詳細な

森林の汚染状況を把握する必要があることから、森林内の空間線量率や、

木材・樹皮等の放射性セシウム濃度、木材の表面線量などを調査した。

○ 今回、森林の汚染状況調査の結果について、当該中間報告として取り

まとめたが、データの精査及び分析等については未済であり、現時点の

参考資料として示すものである。

２ 調査方法等

（１）調査地区について

○ 福島県を、福島第一原発から８０㎞圏外は１０㎞メッシュ、８０㎞圏内

は４㎞メッシュを設定し、４㎞メッシュのうち１μSv/hを超える箇所に

ついては１㎞に細分化したメッシュを設定し、各メッシュ毎に調査箇

所を設定（図-１のとおり）した。

（２）調査期間

○ 平成２４年８月～平成２４年１１月

（３）調査方法

１）一般調査

○ 県全域の汚染状況を把握するため、空間線量率（一部で木材の放

射性セシウム等）を測定。

２）特別調査

○ 詳細な汚染状況を把握するため、空間線量率に加え、木材・樹皮

等の放射性セシウム濃度及び表面線量率などを測定。

調査区分 調査箇所数 調査項目

一般調査 ８７５ ○空間線量率（μSv/h）

（ ９０） ○樹皮の表面線量率（cpm）

○木材の放射性セシウム濃度 (Bq/kg)

５０ ○空間線量率（μSv/h）

特別調査 ○樹皮・木材の表面線量率（cpm）

○木材（心材・辺材別）の放射性セシウム濃度

○樹皮・葉・土壌の放射性セシウム濃度

計 ９２５

※調査箇所数の（ ）書きは内数
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（４）調査対象樹種

○ 調査対象木は、針葉樹（スギ、マツ、ヒノキ、カラマツ）とした。

３ 現時点での主な調査概要

（１)空間線量率（μSv/h）

○ 県内９２５箇所で測定した結果、最高は２．６１μSv/h、最低は０．０８μ

Sv/h､平均は０．６１μSv/hとなった。

○ 地域別の平均では、県北地方が０．７９μSv/hと一番高く、続いて相

双地方が０．７１μSv/h、県中地方が０．４３μSv/h、県南地方が０．４２μ

Sv/h、いわき地方が０．４０μSv/h、会津地方が０．１６μSv/h、南会津地

方は０．１３μSv/hとなった。

空間線量率（μSv/h）

区 分 平 均 最 大 最 小

全 県 ０．６１ ２．６１ ０．０８

県北地方 ０．７９ ２．０７ ０．１６

県中地方 ０．４３ ０．９５ ０．１３

県南地方 ０．４２ ０．８５ ０．１３

会津地方 ０．１６ ０．２８ ０．１０

南会津地方 ０．１３ ０．１８ ０．０８

相双地方 ０．７１ ２．６１ ０．１７

いわき地方 ０．４０ １．８３ ０．１６

○ また､昨年実施した森林の環境モニタリング調査と比較すると、３１３

箇所（８９％）で空間線量率が低下していた（増加：２７箇所、同様：１０

箇所）。

（２）土壌の放射性セシウム濃度（Bq/kg）

○ 土壌の放射性セシウム濃度の平均はＡｏ層（積有機物層）が２２，７０９Bq

/kgで、その下のＡ層（土壌層）が６３４Bq/kgとなり、Ａｏ層がかなり高

い数字を示している。

土壌の放射性セシウム濃度（Bq/kg）

区 分 平 均 最 大 最 小

Ａｏ層 ２２，７０９ ２３２，９８０ ３４４

(堆積有機物層）

Ａ層 ６３４ ２，９７５ 検出せず

（土壌層）
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（３）葉の放射性セシウム濃度（Bq/kg）

○ 葉は、平成２１～２２年と平成２３～２４年に成長した部分に分けて採取

し、放射性セシウム濃度を測定した。

その結果、平成２１～２２年物の平均は１１，０９２Bq/kg、平成２３～２４

年物は４，３５８Bq/kgなり、平成２１～２２年物がかなり高い値となって

いる。

葉の放射性セシウム濃度（Bq/kg）

区 分 平 均 最 大 最 小

平成２１～２２年物 １１，０９２ ７６，９６４ 検出せず

平成２３～２４年物 ４，３５８ ３２，４４１ 検出せず

（４）樹皮の放射性セシウム濃度（Bq/kg）

○ 樹皮（地上１．０ｍ部）の放射性セシウム濃度（Bq/kg）は、最高値が

１３，０９３Bq/kg、最低値は０Bq/kgで、平均が１，７１１Bq/kgとなった。

○ 地域別の平均では、相双が４，１７０Bq/kgと高く、次に県北が３，３８３

Bq/kg、いわきが２，０５１Bq/kg、県中が１，４０３Bq/kg、県南が１，０６６

Bq/kgとなった。

樹皮（地上１．０ｍ）の

区 分 放射性セシウム濃度（Bq/kg）

平 均 最 大 最 小

全 県 １，７１１ １３，０９３ 検出せず

県北地方 ３，３８３ ９，３５０ １，０８２

県中地方 １，３３７ ２，７２１ １６８

県南地方 １，０６６ １，９９３ ５６７

会津地方 １８８ ３７６ ９８

南会津地方 － 検出せず 検出せず

相双地方 ４，１７０ １３，０９３ １，７５９

いわき地方 ２，０５１ ５，７１８ ２４９

○ 空間線量率と樹皮の放射性セシウム濃度との関係は、空間線量率が

高いほど樹皮の放射性セシウム濃度が高くなり、地上１．０mの樹皮と

空間線量率の相関係数は０．８９となった。

( 9 - 3 )



（５）木材の放射性セシウム濃度（Bq/kg）

○ 辺材及び心材別の平均放射性セシウム濃度は、最高は辺材が４５０Bq

/kg、心材が３９１Bq/kg、平均は辺材が３７Bq/kgで心材が２５Bq/kgとな

り、いずれも辺材の方が高い値となった。

○ また、地上１．０ｍ、中間、先端部の垂直方向の放射性セシウム濃度

は、地上１．０ｍが３８Bq/kg、中間が３１Bq/kg、先端部４３Bq/kgと大き

な差はないが、先端に近い程高い値となった。

○ 一方、辺材(地上１．０ｍ)の放射性セシウム濃度を地域別に比較する

と、相双が１３８Bq/kgと高く、次いで県北が９８Bq/kg、県南が３０Bq/kg

と続いている。

辺材（地上１．０ｍ）の

区 分 放射性セシウム濃度（Bq/kg）

平 均 最 大 最 小

全 県 ３８ ４４６ 検出せず

県北地方 ９８ ２６７ 検出せず

県中地方 １１ ７７ 検出せず

県南地方 ３０ ８９ 検出せず

会津地方 － 検出せず 検出せず

南会津地方 － 検出せず 検出せず

相双地方 １３８ ４４６ 検出せず

いわき地方 － 検出せず 検出せず

○ 空間線量率と木材の放射性セシウム濃度の関係は、空間線量率が高

いほど材の放射性セシウム濃度が高くなる傾向がみられ、辺材（地上

１．０ｍ）の場合、空間線量率と相関係数は０．７５で正の相関がみられ

た。

y = 5850.3x ‐ 1116
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○ 樹皮（地上１．０ｍ）と辺材（地上１．０ｍ）の放射性セシウム濃度の

関係は、樹皮の値が高くなるほど辺材も高くなる傾向がみられ、相関

係数は０．８７となった。

（６）木材の表面線量率（cpm）

○ 採取した円盤状の木材を現場外に搬出し、樹皮付と削皮後の表面線

量率を測定した結果、樹皮付（地上部１．０ｍ部）の最高値が ３６９cpm、

最低値が９７cpmで、平均値は１４５cpmとなった。

○ また、削皮後（地上部１．０ｍ部）の表面線量率は最高値は１２２cpm、

最低値は８１cpm、平均値は１０２cpmとなった。

※当該測定値は、バックグランドを差し引いていない数値である。

y = 164.02x ‐ 40.571
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y = 0.029x ‐ 10.997
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木材（地上部１．０ｍ）の表面線量率（cpm）

区 分 平 均 最 大 最 小

樹皮付き １４５ ３６８ ９６

（Ａ）

削皮後 １０２ １２６ ８１

（Ｂ）

差 ▲４３ ▲２４２ ▲１５

（Ｃ＝Ａ－Ｂ）

４ 今後の対応等

○ 今回の調査により、森林内の空間線量率や、木材・樹皮等の放射性

セシウム濃度、木材の表面線量など、放射性物質による汚染状況はあ

る程度把握することができた。

○ 今後は、調査結果を基に、空間線量率と放射性セシウム濃度などそ

れぞれの関係等について分析し、木材利用や林業生産活動と一体とな

った放射性物質低減等の目安として活用していきたい。

○ また、森林内の放射性物質の動態については、時間の経過とともに

変化することが予想されることから、これからも継続的な調査を実施

する。
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